
令和６年度第２回自立支援協議会テーマ別部会 

都市型グループホームの在り方検討について 議事要旨 

 

１．開催日時  令和６年 10月 28日（月） 14時～15時 30分 

 

２．開催場所  まちづくり活動プラザ １階会議室 

 

３．出 席 者  （委員）＊団体名のみ記載  

   浦安手をつなぐ親の会、（福）一路会、（福）敬心福祉会、（福）東京都手をつなぐ育成会、 

（福）佑啓会 、（特非）タオ 

障がい事業課 

（事務局）浦安市基幹相談支援センター    

 

４．議事次第 

 １．開会 

 ２．議題 

  （１）第 1回部会の振り返り 

（２）必要な情報及び他自治体へのヒヤリング内容の説明 

（３）その他 

 ３．閉会 

 

５．配布資料 

  次第 

  他自治体へのヒヤリング結果まとめ（概要） 

  グループホーム運営シュミレーション 

 

６．議事要旨 

（１）第 1回 

   第 1回部会での検討内容（課題点）を確認、共有。 

（２）必要な情報と他自治体へのヒヤリング内容の確認 

   障がい事業課より浦安市に関連した情報及び他自治体へのヒヤリング内容の説明。 

  

■主な意見交換した内容 

 ・他自治体の GH事業者参入状況及び他自治体の障がいの重い方の暮らしについて 

 ・補助金制度の対比検討（東京都、千葉県、他自治体、浦安市）＝浦安市の強みの確認 

 ・浦安市において GH事業者の参入が少ない（GH事業者が増えない）理由の再検証 

 ・東野パティオ通過型 GHで生活されている方が必要としている支援内容や体制の 

確認（入居者の声） 

 ・他の地域で増えている日中支援型 GHの支援の質と課題（外部の目が入らない弊害等） 

 ・支援の質を担保していくために必要な人材配置（専門的な資格を持っている人材 



  配置の必要性） 

 ・人材確保、支援の質の確保のための方策としての GH事業者と居宅介護事業者との連携 

 （重度訪問介護の活用は？→ヘルパーが時間によって訪問する／必ずしもマンツーマン 

  ではない入居者が必要な介助を複数名のヘルパーが提供する） 

 ・建物と土地の課題の解決が図られれば、手を上げる GH事業者はいる。 

 

■次回会議での検討予定 

・浦安市の強みを活かすために、弱点となっている課題を改善していくために 

 どのような情報が必要か（どこに、どんな情報を得るのか）、又はどんな 

 取組みができるかについての意見交換を行う。 

  

 


